
広報　おばま
2011

４

【特集】平成23年度　当初予算

《表紙》
　そらのとり保育園（和久里）
にソーラー時計を使用した時
計塔型モニュメントが設置さ
れ、卒園記念として園児が木
材防護剤を塗りました。
※時計塔は、県のキッズデザ
　イン「こどものまち」づく
　り事業で設置されました

（３月14日）



特
別
枠
」
を
設
け

て
、
観
光
、
産
業
、

福
祉
、
人
づ
く
り

関
連
の
ソ
フ
ト
事

業
を
中
心
と
し
た

予
算
を
盛
り
込

む
な
ど
、
併
せ
て

四
十
一
事
業
を
新

規
事
業
と
し
て
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
の
安

心
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し

て
、
防
災
行
政
無

線
の
整
備
、
小
浜

中
学
校
北
館
や
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
改

修
、
猛
暑
対
策
と

し
て
中
学
校
に
エ

ア
コ
ン
を
導
入
す

る
事
業
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学

校
遠
距
離
通
学
者
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
通
学
者
に
対
す
る
負
担
軽

減
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
現
在

の
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま

え
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
国

の
基
本
事
業
を
活
用
し
た
地
元

雇
用
対
策
も
行
い
ま
す
。
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一般会計　138 億 600 万円

　

歳
入
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る

市
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
化

を
背
景
と
し
た
制
度
拡
充
で
社

会
保
障
関
係
経
費
や
杉
田
玄
白

記
念
公
立
小
浜
病
院
組
合
、
若

狭
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去

の
大
型
事
業
に
伴
っ
た
借
金
の

返
済
も
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
第
五
次
行
財
政
改
革
大
綱

や
中
期
財
政
計
画
に
よ
り
、
人

件
費
や
新
た
な
借
金
の
抑
制
を

着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、

事
業
評
価
に
基
づ
き
五
十
七
事

業
の
整
理
統
合
を
進
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
市
民

協
働
を
念
頭
に
お
い
た
「
予
算

　　　市税
　36 億 7,682 万円
　（26.6％）

地方交付税
　47 億円（34.1％）

市債
9 億 320 万円

（6.5％）

国庫支出金
   14 億 522 万円
     （10.2％）

依存財源
  63.2％

自主財源
  36.8％

【歳  入】

地方消費税
交付金ほか
5 億 8,100 万円
　（4.2％）分担金及び負担金

3 億 8,711 万円
（2.8％）

使用料及び手数料
3 億 3,511 万円

（2.4％）

繰入金
8,902 万円（0.7％）

　県支出金
11 億 3,712 万円
　　（8.2％）

諸収入等
5 億 9,140 万円

（4.3％）

民生費
（障害者、高齢者、児童の福祉など）

122,733 円

衛生費
（環境保全、ごみ処理など）

51,717 円

総務費
（課税徴収、防災、戸籍事務など）

50,638 円

農林水産業費
（農業、林業、水産業の振興など）

23,322 円

教育費（学校教育、社会教育、
体育施設の維持管理など）

43,079 円

土木費（道路、河川、公園の
整備や維持管理など）

37,246 円

公債費
（借金の返済）

58,762 円

商工費
（商工業の振興、観光事業など）

17,068 円

　平成 23 年度　会計別当初予算
平成 23 年度 平成 22 年度 増減率

一般会計 138 億 600 万円 137 億 5,300 万円 0.4％
特別会計 88 億 330 万円 87 億 5,389 万円 0.6％

内
訳

国民健康保険 31 億 1,863 万円 29 億 9,412 万円 4.2％
老人医療 0 円 248 万円 　皆減
後期高齢者医療 3 億 5,359 万円 3 億 6,532 万円 ▲ 3.2％
介護保険 28 億 1,252 万円 28 億 3,868 万円 ▲ 0.9％
簡易水道 1 億 739 万円 8,331 万円 28.9％
下水道 18 億 8,331 万円 19 億 3,648 万円 ▲ 2.7％
農業集落排水 4 億 5,654 万円 4 億 5,914 万円 ▲ 0.6％
漁業集落環境整備 5,026 万円 5,238 万円 ▲ 4.1％
駐車場 2,103 万円 2,196 万円 ▲ 4.2％
加斗財産区 3 万円 3 万円 0％

企業会計（水道） 7 億 4,245 万円 8 億 5,487 万円 ▲ 13.1％
合計 233 億 5,176 万円 233 億 6,176 万円 0.0％

　第５次総合計画のスタートとなる平成 23 年度の当初予算が決まりました。

総合計画の目指す将来像である『「夢、無限大」感動おばま』の実現に向けた

さまざまな事業や、市制施行 60 周年記念事業や市民協働による地域力を推進

する事業に取り組みます。持続可能な健全財政の確立のため、人件費や新たな

借金を抑制しながら、将来に向けたまちづくりに備えてソフト事業を中心にき

め細かく予算付けしました。限られた財源を効果的、重点的に配分したメリハ

リのある予算とし、同 22 年度に引き続き、財政調整基金（貯金）を取り崩す

ことなく予算編成しました。

　一般会計は 138 億 600 万円、前年度比 0.4％の増と前年度とほぼ同規模、特

別会計は 88 億 330 万円で前年度比 0.6％の増、企業会計（水道会計）は 7 億 4,245

万円で前年度比 13.1％の減となりました。

■問い合わせ　財政課　☎内線 333

・依存財源…国や県から
　交付されたり、市が借
　り入れたりする財源
・自主財源…小浜市独自
　の財源

一般会計予算を市民１人当たりにすると　433,933 円　で、
目的別内訳の主なものは次のとおりです（人口 31,816 人　３月１日現在）

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

市
の
財
政
状
況
を
お
伝
え
し
な

が
ら
、
次
世
代
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

  民生費
39 億 486 万円
 （28.3％）

   総務費
16 億 1,109 万円
　（11.7％）

衛生費
16 億 4,542 万円
  （11.9％）

労働費
1 億 9,321 万円

（1.4％）

　土木費
11 億 8,500 万円
　　（8.6％）

　　農林水
　　産業費
7 億 4,200 万円
　　（5.4％）

商工費
5 億 4,304 万円

（3.9％）

消防費
5 億 6,023 万円
　　　（4.1％）

   教育費
13 億 7.060 万円
　　　　　　　（9.9％）

公債費
18 億 6,957 万円
      （13.5％）

予備費
1,000 万円

（0.1％）

議会費
1 億 7,098 万円

（1.2％）

【歳  出】

　　　『「夢、無限大」感動おばま』の実現に向けて

平成23年度　当初予算

      市債
9 億 320 万円
  （6.5％）

■平成 23 年度　当初予算
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道の駅管理事業………………………1,132 万円
３月 12 日にオープ
ンした道の駅「若狭
おばま」の維持管理費

夢を実現できる住み心地のよいまちを目指して

地域ふれあいサロン自立支援事業……30 万円
地域ふれあいサロン
の自立運営を促進す
るとともに、未設置
地域の解消や開催回
数の増加を目指しま
す　

子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業
…2,491 万円

　子宮頸がん予防ワクチンなど、３つのワクチ
　ン接種について、全額公費助成します

みんなで健康づくり支援事業…………42 万円
　健康の保持・増進のため、地域に密着した健
　康づくり活動を推進します

夢と生きがいに満ちた健康で安心した暮らせる長寿のまちを目指して

NHK 大河ドラマ「江」活用観光推進事業　　
　　　…154 万円

大河ドラマ「江」の
放映にあわせ、「お
初」を活用して知名
度の向上や誘客を促
進します

特色ある地域農業推進事業……………115 万円
　地域農産物の PR やブランド化する活動、
　GAP（農業生産管理）認証制度取得に係る費
　用を助成します

夢を生みだす魅力ある産業・観光のまちをめざして

小中学校通学費助成事業………………762 万円
小中学校スクールバス運行事業………543 万円

あいあいバスやス
クールバス、JR を
利用している児童、
生徒に対する公費助
成を拡充します

中学校エアコン導入事業………………640 万円
　猛暑対策として、夏季休業中に補修などで施
　設を利用する中学校にエアコンを導入します

生涯食育推進事業………………………183 万円
　キッズ・キッチンや食育啓発事業で「生涯食
　育」を通じた人づくりまちづくりを進めます

まちなか・むらなかフェスティバル事業
…70 万円

　市内各所（寺院など）で落語会や音楽祭を開
　催します

夢と誇りあふれる人を育むまちをめざして

いいとこ小浜づくり活動支援事業……200 万円
　　　　　　　　　　　　　まちづくり活動団体
　　　　　　　　　　　　　に助成金を支給しま
　　　　　　　　　　　　　す

夢づくり市民活動支援事業………………50 万円
　市民、団体と協働した人づくり、まちづくり
　に取り組むため、ボランティアや市民の団体
　の活動を支援します

地域力を集結した協働のまちづくりを進めるために

平成23年度

主な予算の使い道（事業）を紹介します
　　　赤字 … 新規事業

「みんなで減らそう鳥獣害」モデル事業…73 万円
　被害の現状を把握して、専門家と集落が連携
　して鳥獣害対策に取り組みます

生き物共生農業推進事業………………100 万円
　生き物との共生を目指し、環境保全型農業の
　推進を支援します

小浜西組周辺観光施設環境整備事業…750 万円
　観光客の利便向上のため、小浜公園周辺にあ
　ずまやを整備します

ものづくり就職奨励金…………………192 万円
　市内の製造業の事業所に就職した人に奨励金
　を交付します

小浜中学校北館改築事業………3 億 8,117 万円
小中学校施設耐震化
推進計画に基づき、
小浜中学校の北館を
改築します

　

　

特色あるふるさと学習推進事業………175 万円
　総合的な学習を中心に全教育課程で、ふるさ
　と体験学習を進めます

がんばる地域応援事業…………………150 万円
　公民館と地域住民との協働で地域資源を生か
　したイベントを開催します

みんなでつなごう文化財にぎわい創出事業     
 　　　　　…70 万円

　歴史的建造物（旭座、八幡神社能舞台、小浜
　聖ルカ教会など）の公開や公開を目的とした
　調査を実施します

道路、橋りょうの整備…………2 億 2,720 万円
　市民の生活基盤安定のため、地元要望のある
　道路や橋りょうを整備します

地上デジタル放送移行推進事業………588 万円
　７月の地上デジタル放送完全移行に伴い、普
　及啓発や相談業務を行います

OBAMA で愛（出会い）応援事業……60 万円
　結婚を望む独身男女が出会うためのイベント
　を開催します

児童デイサービスセンター改修事業
…1,300 万円

　母と子の家を改修し、集団療育の機能拠点を

　充実させます

地域子育て支援事業…………………1,535 万円
　子育て親子の集う場や相談に応じる場を設　
　け、子育て支援事業を充実させます

防災行政無線整備事業…………………500 万円
　避難勧告などの防災情報を迅速かつ確実に伝
　えるため、同報系防災行政無線を整備します

　（平成 23〜 25年度実施）

夢づくりコミュニティ支援事業………500 万円
　各地区の「いきいきまちづくり委員会」の活
　動費を補助します

みんなで協働ガイドライン作成事業……67 万円
　市民、団体などがまちづくりに参加するため
　のガイドラインを作成します

市民協働地域環境づくり………………700 万円
　ボランティアや市民団体の活動に対し、原材
　料などを現物支給します
　（保育園、小学校、　農地、林道、土木）

小浜子どもわくわく塾
（平成 22 年度実施の同事業）

 ■平成 23 年度　当初予算
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ク
ト
」
に
繋
が
る
「
市
民
・
団
体
・
事
業
者
・

行
政
に
よ
る
協
働
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

め
ざ
す
将
来
像
『「
夢
、
無
限
大
」
感
動

お
ば
ま
』
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

「
行
財
政
改
革
の
断
行
」
に
よ
る
持
続
可

能
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
い
て

　

十
六
ペ
ー
ジ
に
「
行
政
／
財
政
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
」
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
市
民
の
参
加
協
働
型
市
政
」
の
推
進

（
第
五
次
小
浜
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
）

　

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
発
見
・
認
識
す

る
こ
と
で
深
く
心
を
動
か
さ
れ
、
自
ら
感

じ
、
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

市
民
・
団
体
・
事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
「
地
域
の
問
題
を
解
決
し
、
価
値

を
創
造
し
、高
め
て
い
く
力
」
を
結
集
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
描
き
、
若
々
し
く
希
望

に
満
ち
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。
今
後
は
、
市
民
・
団
体
・
事
業

者
・
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
第
五
次
総
合

計
画
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

若
狭
広
域
連
携
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
　

琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速
鉄
道
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
九
年
度
か

ら
嶺
南
市
町
で
積
み
立
て
て
い
ま
す
嶺
南

地
域
鉄
道
整
備
促
進
基
金
を
、
同
二
十
三

年
度
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
鉄
道
計
画
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
県
の
主
体
的
か
つ
積

極
的
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
嶺
南
他
市
町
と
共
に
、
引
き
続

き
県
へ
要
請
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

あ
い
あ
い
バ
ス
の
路
線
に
つ
い
て
は
、

小
浜
縦
貫
線
を
毎
日
走
る
路
線
を
新
設

し
、
ま
た
、
商
業
施
設
付
近
に
バ
ス
停
を

設
置
し
て
、
利
便
性
を
向
上
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

＊

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
江
」
ゆ
か
り
の

地
と
し
て
常
高
寺
が
注
目
さ
れ
る
と
と
も

に
、
小
浜
西
組
周
辺
観
光
施
設
の
環
境
整

備
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
平

成
二
十
三
年
度
は
、
ま
ち
歩
き
の
起
点
と

な
る
小
浜
公
園
周
辺
に
休
憩
施
設
と
し
て

「
あ
ず
ま
屋
」
を
整
備
し
、
観
光
客
の
利

便
性
向
上
を
高
め
る
こ
と
で
、
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
京
極
高
次
」
と
「
初
」
の
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
常
高
寺
や
お
初
の
墓
所

等
を
観
光
資
源
と
し
て
情
報
発
信
し
、、

大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
た
観
光
地
の
魅

力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＊

　

中
心
市
街
地
や
市
内
観
光
へ
い
ざ
な
う

情
報
施
設
と
小
浜
の
特
産
品
等
を
販
売
す

る
物
販
施
設
で
構
成
さ
れ
、
観
光
局
が
運

営
す
る
道
の
駅
「
若
狭
お
ば
ま
」
が
三
月

十
二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
高
速
道
路

の
無
料
化
実
験
が
本
年
夏
に
開
通
す
る
小

浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
延
伸
さ
れ
る

こ
と
と
合
わ
せ
、
市
内
へ
の
回
遊
性
を
高

め
る
拠
点
と
し
て
、
地
域
経
済
お
よ
び
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
観
光
局
に
つ
い
て
は
、
設
立
二
年
目

を
迎
え
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
着
地
型

観
光
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
格

的
な
収
益
事
業
で
あ
る
「
道
の
駅
の
物
販

施
設
」
の
運
営
を
通
じ
、
会
社
の
基
盤
を

確
立
し
て
い
き
ま
す
。＊

　

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
十
一

月
に
、
日
本
ユ
ニ
シ
ス
株
式
会
社
小
浜

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
立
地
が
正
式
決
定
し

ま
し
た
。
小
浜
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
、
旧

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
小
浜
分
所
跡
地
に

建
設
さ
れ
、
来
年
一
月
の
操
業
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
同
社
は
、
我
が
国
の
情

報
通
信
産
業
を
支
え
続
け
て
こ
ら
れ
た
Ｉ

Ｔ
企
業
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
時
代
を
迎
え
、将
来
的
に
は
、

更
な
る
事
業
拡
大
に
よ
り
、
本
市
が
同
社

の
国
内
最
大
級
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
な

る
予
定
で
す
。
今
後
も
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
工
場
拡
張
な
ど

に
取
り
組
む
地
元
製
造
企
業
に
対
し
て
も

支
援
し
て
い
き
ま
す
。＊

　

つ
ば
き
回
廊
業
務
棟
の
一
、二
階
の
売

却
に
つ
い
て
は
、
一
月
十
九
日
に
小
浜
信

用
金
庫
と
契
約
を
締
結
し
、
二
十
四
日
に

引
き
渡
し
し
ま
し
た
。
信
用
金
庫
は
こ
れ

を
企
業
内
保
育
園
等
と
し
て
活
用
さ
れ
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く

認
定
事
業
主
と
し
て
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。
一
方
、商
業
棟
跡
地
は
、

中
心
市
街
地
の
核
と
し
て
重
要
な
地
点
で

あ
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で

も
、
市
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た

め
に
、
三
駅
構
想
の
一
拠
点
で
あ
る
「
ま

ち
の
駅
」
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
市
議
会
の
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

を
は
じ
め
、
関
係
団
体
、
民
間
企
業
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
具
体
的
方
針
を
取
り

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
整
備
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
小
浜
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
小
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
つ

い
て
は
、
最
後
の
仕
上
げ
と
な
る
舗
装
工

事
が
進
め
ら
れ
、
本
年
夏
の
供
用
開
始
に

向
け
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

敦
賀
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
に
つ
い
て
も
、

平
成
二
十
六
年
度
の
全
線
開
通
を
目
指
し

て
、
鋭
意
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊

　

こ
の
た
び
国
に
お
い
て
、「
食
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
食

育
活
動
が
大
き
く
評
価
さ
れ
、
本
市
で
誕

生
し
た
「
生
涯
食
育
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
と
と
も
に
、
そ
の
思
想
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
食
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
ふ

ま
え
、
市
民
の
食
生
活
の
向
上
に
よ
る
健

康
寿
命
の
延
伸
な
ど
、
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ

を
め
ざ
し
た
新
し
い
食
育
推
進
計
画
を
市

民
の
み
な
さ
ま
と
協
働
し
て
策
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
を
は
じ
め

と
し
た
生
涯
食
育
の
考
え
方
、
運
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
、
本
市
が
誇
る
特
色
あ
る
食
育

事
業
と
し
て
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
今
後

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
訪
れ
る
観
光
客
に
本

市
の
魅
力
と
感
動
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

「
食
育
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊

　

鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
恒
久

金
網
柵
、
電
気
柵
、
緩
衝
帯
な
ど
の
設
置

に
よ
る
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
集
落
、

農
地
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
と
も
に
、
個
体
数

削
減
の
た
め
、猟
友
会
と
連
携
し
た
捕
獲
・

駆
除
を
、
引
き
続
き
強
力
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
捕
獲
・
駆
除
に
つ
い
て
は
、

夜
間
少
人
数
で
大
量
の
シ
カ
を
捕
獲
で
き

る
画
期
的
な
方
法
と
し
て
本
市
の
猟
友
会

員
が
考
案
さ
れ
た
、
ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
方

式
の
大
型
捕
獲
装
置
の
普
及
を
、
県
や
近

隣
市
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
、
集
落
が
自
ら
取
り

組
む
鳥
獣
害
対
策
の
向
上
を
図
る
た
め
、

よ
り
具
体
的
な
対
策
を
住
民
に
指
導
で
き

る
専
門
家
を
集
落
に
派
遣
す
る
こ
と
で
、

集
落
自
ら
が
専
門
家
や
行
政
と
協
働
し

て
、
一
層
効
果
的
な
鳥
獣
害
対
策
に
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

＊

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
食
の
ま
ち
と

し
て
、
環
境
や
安
全
・
安
心
に
配
慮
し
た

特
色
あ
る
農
業
を
目
指
し
、
本
年
度
か
ら

地
域
住
民
と
連
携
し
た
環
境
保
全
型
農
業

や
、
Ｊ―
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
呼
ば
れ
る
安
全
・
安

心
な
農
産
物
の
認
証
取
得
に
も
支
援
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
体
験
観
光
と
結
び
付

い
た
市
民
農
園
や
体
験
農
園
に
つ
い
て

も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
ほ
か
、
梅
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
と

い
っ
た
消
費
者
と
農
業
を
近
づ
け
る
新
た

な
取
り
組
み
に
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
農
産
物
の
出
向
宣
伝
な

ど
へ
の
支
援
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る

ほ
か
、
昨
年
よ
り
取
り
組
み
を
始
め
た
小

浜
産
米
粉
の
普
及
推
進
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
へ
の
利
用
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、

米
粉
製
品
を
推
奨
し
て
い
く
な
ど
、
米
粉

の
生
産
と
消
費
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

＊

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
年
小
浜
市

で
開
催
す
る
「
嶺
南
地
区
緑
化
大
会
」
な

ど
で
、
森
林
が
有
す
る
水
源
涵か
ん
よ
う養や

環
境

保
全
、
保
健
休
養
な
ど
の
多
面
的
機
能
、

さ
ら
に
森
や
緑
の
大
切
さ
を
意
識
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、「
利
用
間
伐
」
を
中

心
に
林
業
を
推
進
し
、
そ
の
生
産
性
の
向

上
の
た
め
、
林
道
・
作
業
道
等
の
整
備
を

実
施
・
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

＊

　

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
水

産
業
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
、
海
底
耕

運
な
ど
の
漁
場
整
備
に
よ
る
資
源
保
護
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
に
よ
る

■松崎市長所信表明

　

本
年
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
日
に

一
町
七
村
が
合
併
し
、
小
浜
市
が
誕
生
し

て
六
十
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
年
で
、
大

き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
市

制
施
行
六
十
周
年
記
念
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、

テ
ー
マ
を
「
結
」
と
し
、
市
民
の
皆
様
が

助
け
合
い
、
協
力
し
合
う
と
い
う
こ
と
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
本
年
夏
の
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
小
浜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

で
の
開
通
記
念
事
業
を
皮
切
り
に
、
主
要

事
業
と
し
て
「
心
を
結
ぶ
未
来
へ
の
つ
ど

い
」
と
題
し
、
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
食
の
ま
つ
り

の
拡
大
版
な
ど
、
多
彩
な
事
業
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
広
報
お
ば
ま
や
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
、
市
民

の
皆
様
と
共
に
市
制
施
行
六
十
周
年
を
祝

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
ス
タ
ー

ト
と
す
る
、「
第
五
次
小
浜
市
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
は
、「
地
域
力
集
結
プ
ロ
ジ
ェ

　

「
夢
、
無
限
大　

感
動
お
ば
ま
」
を
目
指
し
て

三
月
定
例
市
議
会
で
の
松
崎
市
長
の
所
信
表
明
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す　
　



小
浜
産
水
産
物
の
学
校
給
食
へ
の
普
及
事

業
を
積
極
的
に
支
援
し
、
消
費
の
拡
大
な

ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
林
業
と
水
産
業
が
連
携
し
た

施
策
と
し
て
、
昨
年
よ
り
本
市
を
含
め
、

れ
い
な
ん
森
林
組
合
、
小
浜
市
漁
協
、
福

井
県
立
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
魚
礁
設
置

の
実
証
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。

＊

　

小
浜
西
組
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
整
備
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年

度
は
、
六
棟
の
修
理
を
行
う
と
と
も
に
、

市
単
独
の
補
助
事
業
も
従
来
ど
お
り
継
続

し
、
地
域
全
体
の
修
景
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に
は
小
浜
西
組
以

外
に
も
、
旧
旭
座
や
聖
ル
カ
教
会
な
ど
の

近
代
化
遺
産
と
称
さ
れ
る
歴
史
的
建
造
物

が
多
数
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な

歴
史
的
建
造
物
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ

り
公
開
や
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

悠
々
い
き
い
き
シ
テ
ィ
小
浜

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
は
、
こ
の
ほ
ど

策
定
し
た
「
第
二
次
お
ば
ま
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

＊

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
災
情
報

を
迅
速
か
つ
確
実
に
市
民
に
伝
え
、
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る

た
め
、
同
報
系
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

整
備
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成

二
十
三
年
度
は
基
本
計
画
を
策
定
し
、
三

年
間
で
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊

　

市
民
対
話
の
推
進
と
情
報
の
共
有
に
つ

い
て
は
、
新
し
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
地
域
情
報
共
有
サ
イ
ト
を
構
築

し
、
市
民
・
団
体
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
活
用
し

合
う
こ
と
の
で
き
る
場
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊

　

健
康
づ
く
り
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
、
新
た
に
、
医
療
機
関
か

ら
通
院
中
の
特
定
健
診
未
受
診
者
の
診

療
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
る
特
定
健
診
受

診
体
制
向
上
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
が
ん
対
策
と
し
て
、
個
別
が
ん
検
診

用
の
受
診
券
を
対
象
者
に
送
付
し
、
受
診

を
勧
奨
す
る
と
と
も
に
、
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
受
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
制
度
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

二
十
三
年
度
も
引
き
続
き
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
や
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
事
業
の
無
料
化

に
取
り
組
み
ま
す
。＊

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
高

齢
化
率
は
二
十
七
％
を
超
え
、
年
々
高
齢

化
が
進
む
中
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
の
ま
ち
を
目
指
し
、

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
未
設
置
地
区
の

解
消
や
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
な

ど
、
高
齢
者
が
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
共
に
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
を
、
市
民
と
協
働
で
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

＊

　

一
方
、
少
子
化
が
進
み
本
市
の
人
口
が

減
少
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
少
子
化
対
策
、

結
婚
対
策
と
し
て
「
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
愛
応

援
事
業
」
を
実
施
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
新
し
い
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

＊

　

小
浜
市
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、

第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、

見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発

達
障
が
い
者
へ
の
支
援
対
策
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
基
礎
調
査
や
ア

ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
を
基
に
、
本
年
度

中
に
「
総
合
的
な
発
達
障
が
い
者
支
援
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

発
達
障
が
い
者
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て

充
実
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
地

域
全
体
で
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

＊

　

保
育
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
と
田
烏
保
育
園
を

本
年
四
月
に
統
合
し
、
田
烏
か
ら
六
人
の

園
児
が
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
通
園
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
統
合
が
で
き
る
の

も
保
護
者
の
ご
理
解
と
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
続

い
て
、
小
浜
第
一
・
第
二
保
育
園
の
統
合

に
つ
い
て
は
、
小
浜
幼
稚
園
と
連
携
し
、

よ
り
充
実
し
た
幼
児
教
育
と
子
育
て
支
援

機
能
を
生
か
し
た
認
定
こ
ど
も
園
と
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

平
成
二
十
五
年
春
の
開
設
に
向
け
て
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
各
方
面
へ
の
調
整

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。＊

　

一
方
、
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
十
二
月
か
ら
、
各
地
区
の

代
表
者
の
方
々
や
住
民
の
皆
様
に
統
合
に

対
す
る
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
遠

敷
・
松
永
・
国
富
・
宮
川
地
区
か
ら
、
統

合
に
向
け
て
具
体
的
な
協
議
に
入
る
と
の

回
答
を
い
た
だ
き
、
地
区
内
の
様
々
な
ご

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
役
員

の
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
は
、具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、

協
議
し
て
い
た
だ
き
、
一
日
も
早
く
新
た

な
学
校
が
開
校
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
田
烏
小
学
校
と
内
外
海
小
学
校
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
同
二
十
二
年
九
月
に
、

正
式
に
統
合
の
意
志
を
確
認
し
た
た
と
こ

ろ
で
す
。
同
二
十
四
年
四
月
の
統
合
に
向

け
、
同
二
十
三
年
度
は
、
両
校
の
統
合
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
間

の
交
流
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
高
校
の
授
業
料
無
償
化

や
子
ど
も
手
当
の
支
給
な
ど
の
ほ
か
、
小

中
学
校
の
通
学
費
に
つ
い
て
も
無
償
化
す

べ
き
と
の
ご
意
見
を
受
け
、
検
討
委
員

会
を
設
け
て
協
議
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
す
。
市
と
し
て
は
、
検
討
委
員
会
か
ら

い
た
だ
い
た
提
言
に
基
づ
き
、
同
二
十
三

年
度
よ
り
、
小
学
校
で
は
、
将
来
の
学
校

統
合
を
視
野
に
入
れ
る
中
で
、
通
学
距
離

が
四
㌔
以
上
に
つ
い
て
は
無
償
と
し
、
四

㌔
未
満
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
負
担
の
上

限
を
月
額
千
円
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
通
学

距
離
に
関
わ
ら
ず
、
保
護
者
負
担
の
上
限

を
月
額
千
円
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
Ｊ
Ｒ
列
車
の
利
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
六
カ
月
定
期
代
の
二
十
％
を
保

護
者
負
担
と
す
る
こ
と
で
、
負
担
の
軽
減

と
不
均
衡
を
是
正
し
ま
し
た
。

　

小
浜
中
学
校
北
館
の
改
築
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
で
建
設
費
を
計
上
し
、
完
成

は
同
二
十
四
年
の
夏
を
目
処
と
し
て
、
夏

休
み
中
に
備
品
な
ど
の
移
転
と
旧
北
館
の

解
体
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
同
二
十
四
年

度
中
に
は
周
辺
整
備
を
含
め
、
す
べ
て
の

整
備
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
児

童
生
徒
の
健
康
管
理
面
か
ら
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
が
必
要
と
考
え
、
小
浜
中
学
校
の

北
館
は
、
こ
の
度
の
改
築
で
、
一
方
、
小

浜
第
二
中
学
校
は
来
年
度
に
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校
で
も
、

中
学
校
が
完
了
後
、
順
次
、
設
置
に
取
り

掛
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

良
好
な
教
育
環
境
整
備
の
た
め
、
本
年
度

に
続
き
、
来
年
度
以
降
も
、
小
中
学
校
の

図
書
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

＊

　

体
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
小
浜
市

弓
道
場
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
に
建
設

以
来
、
三
十
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
し
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
で
、
小
浜
市

総
合
運
動
場
内
に
新
築
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

＊

　

環
境
へ
の
取
り
組
み
で
す
が
、
平
成

十
六
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
生
活
環
境
の
保
全
や
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
様
々
な
施

策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
同
二
十
三

年
度
が
こ
の
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
検
証
し
、
新
た

な
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

同
二
十
年
度
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
を
開
設
し
、
ま
た
、
燃
や
す
ご
み
の
指

定
袋
を
導
入
し
た
結
果
、
取
り
組
み
前
と

比
べ
同
二
十
一
年
度
は
、
燃
や
す
ご
み
の

収
集
量
は
約
千
七
百
㌧
減
少
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
十
六
・
七
％
か
ら
二
十
・
六
％

へ
向
上
い
た
し
ま
し
た
。
更
な
る
ご
み
の

減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
目
指

し
、
市
民
と
協
働
し
て
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＊

　

上
水
道
の
事
業
は
、
普
及
拡
大
と
安
定

供
給
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
気

候
変
動
に
よ
る
水
資
源
の
減
少
や
水
質
の

悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
簡

易
水
道
の
中
に
は
、
水
源
が
不
安
定
な
も

の
が
多
く
あ
り
、
上
水
道
事
業
へ
の
統
合

が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
水
源
を
多
様

化
す
る
た
め
に
河
内
川
ダ
ム
事
業
に
参
画

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
対
応
方
針
の
決
定

ま
で
に
は
、
ま
だ
相
当
の
時
間
を
要
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。本
市
で
は
検
証
・

検
討
会
議
の
中
で
ダ
ム
の
必
要
性
を
明
ら

か
に
し
、
事
業
の
促
進
と
、
平
成
二
十
二

年
三
月
に
策
定
し
た
小
浜
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る｢

安
心
・
安
定
・
持
続
を
約

束
す
る
お
ば
ま
し
の
水
道｣

を
実
現
す
る

た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在

全
整
備
計
画
の
最
終
段
階
を
迎
え
、
汚
水

管
の
整
備
工
事
は
、
遠
敷
地
区
と
今
富
地

区
の
一
部
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
二
十
四
年
度
に
は
舗
装
復
旧
工
事
も

含
め
て
す
べ
て
終
了
す
る
予
定
で
す
。
今

後
は
、事
業
の
中
心
が
「
建
設
」
か
ら
「
維

持
管
理
」へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

水
洗
化
率
の
向
上
や
下
水
道
使
用
料
の
収

納
率
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
一
層
の
経
営
健

全
化
に
努
め
、
持
続
可
能
な
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

昨
年
六
月
か
ら
「
下
水
道
使
用
料
制
度
審

議
会
」
を
継
続
的
に
開
催
し
、
適
正
な
使

用
料
に
つ
い
て
、
審
議
賜
り
、
昨
年
十
二

月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
今
議
会
に
十
年
ぶ
り
と
な
る
使

用
料
の
改
正
議
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、
市
民
の

皆
様
に
負
担
の
増
加
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
誠
に
心
苦
し
い
次
第
で
す
が
、
今
後
の

下
水
道
施
設
の
安
定
的
か
つ
適
正
な
運
転

管
理
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

以
上
、申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
、
共
に
汗
を
か

き
な
が
ら
、
本
市
の
諸
課
題
、
諸
施
策
に

果
敢
に
挑
み
、《
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
ま
ち
；

小
浜
》
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、『「
夢
、
無
限
大
」
感
動
お
ば
ま
』

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
議
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
所
信
と
い
た
し
ま
す
。
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